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年号：1914年 

月日：1月 12日 

災害名：桜島噴火（桜島地震 M7.1）〔大正大噴火・桜島地震〕の概要 

 

鹿児島県鹿児島市桜島位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：国土地理院 

▲調査箇所図 

桜島 
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【桜島の成り立ち】 

・約 29,000年前に起きた錦江湾の超巨大噴火によ

り、桜島は約 26,000年前に誕生した。 

・この活動で形成された陥没地形「姶良カルデ

ラ」に海水が流れ込み、錦江湾の湾奥部がつく

り出された。 

・海底では噴火活動が繰り返され、後の桜島の活

動へと続いていき、姶良カルデラ内に最初に誕

生したのが北岳である。以来、北岳はたびたび

噴火したが、約 5,000年前に活動を休止した。 

・その約 500 年後、北岳に覆いかぶさるように南

岳が誕生し、活発な活動を繰り返しながら現在

に至る。 

▲噴煙を上げる桜島南岳 
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【桜島の有史以降の４大噴火】 

 ■桜島の溶岩流下範囲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：鹿児島市わが家の安心安全ガイドブック（平成 24年 3 月発行） 

 

 ①文明の大噴火（1471年）  

・文明３年（1471 年）桜島東側の黒神付近の北東側から溶岩を流出して、現在の大燃崎を

形成した。 

・文明７年（1475年）桜島南西側の野尻付近から溶岩を流出し、翌年の文明 8年（1476年）

に大爆発が起こった。文明 8 年の大爆発は最大規模の軽石噴火であり、膨大な軽石のた

め北岳の地形が一変したほどであった。 

・多量の噴石や火山灰で多くの家屋が埋没し、人畜にも甚大な被害が発生した。 

・この噴火で島の南西に新島ができて桜島本島と連なり、現在の燃崎が形成された。 

 

 ②安永噴火（1779年）  

・桜島の南側と北東側の山腹から噴火発生。海底噴火により多くの小島が次々と誕生した。 

・激しい地震や津波、流れ出した溶岩によって死者は 140人とも言われている。 

・降灰は 20年間も続き、農作物に大きな被害をもたらした。 

 

 ③大正噴火（1914年）  

・大正 3年 1月 12日、西と東の両山腹から爆発が起こり、噴煙は上空 8,000メートルにも

達した。流出した 30 億トンもの溶岩により瀬戸海峡（幅 300～400ｍ、深さ 70～80ｍ）

は埋没し、桜島と大隅半島が陸続きになった。 

・約 8 時間後には錦江湾内でマグニチュード 7.1 の大地震が発生し、鹿児島市街地では家

屋の倒壊や、土壁崩落等の大きな被害があった。 

 

 ④昭和噴火（1946年）  

・1939 年（昭和 14 年）南岳の東側中腹に新たな火口（昭和火口）が形成され、噴火を繰

り返すようになった。 

・1946年 3月 9日頃から溶岩を流出する大噴火に発展し、5月末まで続いた。 

・これにより、黒神集落の大部分と有村集落の約半分が溶岩に埋没した。 

新島 
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【大正噴火の溶岩流で桜島は大隅半島と陸続きに】 

・大正 3年の爆発で流出した溶岩により、桜島と大隅半島が陸続きになった。 

・大正噴火では、東西合わせて 13 億 4 千万㎥の溶岩が流出し、溶岩に覆われた面積は約

22k㎡と推定されている。 

・落下した噴石は噴火口から約 4km の範囲に広がり、西桜島村の北西側の小池・赤生原・

武・藤野・西道の 5集落の約 700戸が焼失した。 

 
▼桜島大正噴火による被害 
（地域ごとの犠牲者数、噴火口と溶岩流の分布、烈震の震源地、1 月 13 日夜の爆発による火
砕流の範囲、●は集落） 

 

 

 

 

出典：「桜島大正噴火 100 周年記念誌」 

桜島大正噴火 100 周年実行委員会 

鹿児島県（2014 年発行） 
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【大正噴火による南九州の地盤変動】 

・陸軍参謀本部陸地測量部が実測した大正 3（1914）年の測量と以前の測量のデータを比

較すると、桜島の北の鹿児島湾を中心に南九州の地盤が広範囲にわたり沈降しているこ

とが明らかになった。 

・桜島付近の鹿児島港に近い水準点では 40cm、桜島の北の鹿児島湾（姶良カルデラ）沿岸

では 30～90cm地盤が沈降している。 

・三角測量の結果からは、桜島北部と南部で 1.5～2 m の沈降が生じたことが推定される。 
 

▼桜島大正噴火による地盤の上下変動 
（数字の単位は mm、●は水準点の位置、括弧内の数字は水準点の番号） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【大正噴火の様子】 
 
 
 
 

  

出典：「桜島大正噴火 100 周年記念誌」 

桜島大正噴火 100 周年実行委員会 

鹿児島県（2014 年発行） 

出典：「桜島大正噴火 100 周年記念誌」 

桜島大正噴火 100 周年実行委員会 

鹿児島県（2014 年発行） 
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【大正噴火の様子】  
 
 

出典：「桜島大正噴火 100 周年記念誌」 

桜島大正噴火 100 周年実行委員会 

鹿児島県（2014 年発行） 
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【桜島の近年の活動状況】 

・昭和噴火以降、一度活動は収まっていたが、昭和 30年に南岳山頂火口で火山灰の噴出を

繰り返す長期的な活動が始まり、昭和 35 年、58 年、60 年には年間 400 回以上の爆発を

記録した。 

・平成 18年に昭和火口から 58年ぶりに噴火。その活動は年々活発化し、平成 23年には観

測史上最多の 996回の爆発を記録している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【桜島の噴火の様子】 （画像出典：鹿児島地方気象台 HP） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲桜島：火山雷（1988 年 2月 17 日） 

出典：鹿児島市わが家の安心安全ガイドブック（平成 24年 3月発行） 

▲桜島：（2000 年 10 月 7 日） 
噴煙は直上後、北西に流れ市内に多量の降灰 

▲桜島：昭和火口から火砕流発生（2008年 2月 6日） ▲桜島：山頂火口の爆発的噴火（2009年 10月 3日） 
噴煙高度：火口縁上 3000ｍ、噴石飛散 4 合目 
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【桜島の噴火による記念碑・遺構】 

・桜島の噴火の記録として、鹿児島県内各地に記念碑や遺構が存在している。 

・桜島の各集落には 135 年前の安永噴火（安永 8 年、1779 年）の教訓が語りつがれており、

大正噴火（大正 3 年、1914 年）では、緊迫した事態を察知した多くの住民が避難行動を

取った。 

・このため、大正噴火は大噴火でありながらも犠牲者が少なかった。（安永噴火の犠牲者

は 153名に対し、大正噴火の犠牲者は 58名である） 

・今回、桜島を中心に、大正噴火の記念碑・遺構について現地調査を行った。現地調査の

結果を次ページ以降に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲桜島の噴火による記念碑・遺構の現地調査位置図 

 

 

 

 

 

 

桜島 

大隅半島 

①大正火山九十周年記念碑 

（レインボー桜島） 

②月読神社 

③大正噴火碑（旧桜洲小跡） 

⑧烏島この下に（烏島展望所） 

⑨櫻島爆震記念碑（照国） 

⑩櫻島爆發 

⑪櫻島爆震記念碑（辻之堂） 

⑤埋没門柱 

⑥黒神埋没鳥居 

⑦牛根埋没鳥居 
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概要                     

・2004年(平成 16年)に桜島大正噴火 90周年

を記念して、当時の桜島町が建立したもの 

① 大正噴火九十周年記念碑（レインボー桜島） 

碑文                                             

活火山桜島の歴史 

   ～大正噴火から 90年～ 

桜島が姿を現したのは、今からおよそ 1 万 3 千年前と言われている。記録に残されている最初の大噴

火は和銅元年(738年)であり、その後も数多くの噴火を繰り返している。 

文明の大噴火  文明 3年(1471年)～文明 10年(1478年) 

安永の大噴火  安永 8年(1779年)～安永 10年(1781年) 

大正の大噴火  大正 3年 1月 12日午前 10時 5分大轟 

音と共に大爆発した。桜島から流出した約 30億トンの溶岩は役場・郵便局・小学

校などのあった赤水・横山部落のおよそ 1300戸お家屋を埋没させた。時を同じく

して幅およそ 400メートルもある瀬戸海峡にも鍋山から流出した溶岩が流れ込み大

隅半島と陸続きになった。 

その後も昭和 21年・30年と大きな噴火を繰り返した活火山「桜島」は今もなお噴火活動を続けてい

る。この碑は、大正 3年の大噴火による被害に思いを馳せ、永くその記録をとどめるため、この地に

建設するものである。 

所在地                   

・鹿児島県鹿児島市桜島横山町 1722-16 

国民宿舎 レインボー桜島 

レインボー桜島 
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②月読神社 

概要                    

・桜島町武に社があったが、大正 3年の噴火

で社殿共に熔岩の下に埋没してしまい、昭

和 15年に現在の場所（横山）に移設された 

所在地                   

・鹿児島市桜島横山町 1722-8 

月読神社 
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概要                    

・大正溶岩に埋まってしまった旧桜洲小学校

の跡地に卒業生が建設した石碑 

碑文                                             

［中央］ 

大正噴火 桜洲尋常・高等小学校埋没跡 明治二十八年第(略字)一回卒業生 池田三平書 

［左側の碑］ 

幾千の先人を薫陶育成し県下の名門校とうたわれし桜洲校大正三年この熔岩の下に埋没す 

桜島は鳴動噴煙頻りなれとも往時を語らず 

こゝ校跡に碑を建立す 

昭和三十九年一月十二日 

 鹿児島県知事 寺園勝志 

［右側の碑］ 

桜島乃開発につれて古い碑が埋もれていく 

大正噴火五十年を記念し当時千八百余名の後進を擁せしわれら乃桜洲校跡の碑もそうであった 

ありし日の母校を偲びこゝに再建す 

昭和四十六年 晩秋 

背面には寄贈者の氏名が記されている 

③大正噴火碑 

所在地                      

・鹿児島市桜島横山町 桜島ユースホテル付近 

大正噴火碑 
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概要                    

・大正 3年の噴火から 11年経過した際に建て

られた記念碑 

碑文                                             

櫻島爆發紀念碑 鹿兒島郡長従七位 濱田壽一 

大正三年一月十二日午前十時五分我校区内赤水ノ眞上海抜約三百八十米突ノ地點ニ當リ俄然一大爆發

ヲナシ鳴轟益々熾烈ヲ加ヘ正に大砲彈ノ炸裂スルガ如ク初春ノ碧空ニ大石巨岩ヲ噴出シ灰煙濛々トシ

テ天地映冥爲ニ咫尺ヲ辧セス今ヤ南國ノ名島櫻島モ懐滅セントシ其光景轉凄惨能ク筆舌ノ盡ス所ニ非

ス遂ニ我櫻洲校ヲ初メ横山赤水小池殆ト全滅シ全島被害ノ甚大ナル眞ニ言語ニ絶ス爾來春秋十一星霜

島民克ク困苦缺乏ニ耐ヘ聖天ノ鴻恩ト内外人士ノ篤キ同情トニ浴シ奮闘是レ努メ己ニ復旧ノ曙光ヲ認

ムルニ至ル此秋ニ際シ校長北原元吉並ニ有志全校區青年團員ノ熱誠ナル勞働奉仕ニ依リ茲ニ紀念ノ碑

ヲ建テ以テ後世子孫ノ爲ニ之ヲ貽スト云爾 

大正十四年一月十二日 鹿兒島郡視學 佐多博謹書 

④櫻島爆發記念碑（桜洲） 

所在地                   

・鹿児島県鹿児島市桜島小池町 55  

桜洲小学校通用門横 

櫻島爆發記念碑(桜洲) 
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⑤埋没門柱 

 

概要                    

・大正３年の桜島の大爆発で噴出した火山灰、

軽石、溶岩で埋没した門柱 

・この門柱はもともと地上 2.5mの高さがあった

が、わずかに上面を残すのみとなっている 

・昭和 33年 鹿児島県文化財（天然記念物）指

定 

所在地                   

・鹿児島県鹿児島市黒神町 

 （黒神埋没鳥居より 200m程北側に位置） 

埋没門柱 

 



14 

  ⑥黒神埋没鳥居 

概要                    

・腹五社神社の約 3メートルあったと言われ

る鳥居は、噴火後１日のうちに軽石や火山

灰に埋め尽くされた 

・現在は笠木部分の約 1ｍを地上に見せるの

みである 

所在地                   

・鹿児島市黒神町 647  黒神中学校横 

黒神埋没鳥居 

 



15 

 

⑦牛根麓稲荷神社の埋没鳥居 

概要                    

・約 3.7mあった鳥居が桜島の大正噴火で完全

に軽石・火山灰によって埋没 

・それを掘り出し、現在は高さ約 1.45mだけ

出ている 

・笠木は破壊したのではなく、元々2つの部

分から出来ていたものがずれたとみられる 

所在地                   

・鹿児島県垂水市牛根麓 牛根麓稲荷神社 

牛根埋没鳥居 
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概要                    

・大正３年の噴火で埋没してしまった烏島

（元は島だったが、溶岩により桜島と繋が

った）をしのんでの石碑 

・現在は展望所になっている 

⑧烏島この下に 

碑文                                             

烏島この下に 

HUIO FUIT INSULA KARASUGASIMA 

＜副碑＞ 

烏島ハ高サ約二十メートル周囲凡ソ五百メートル玄武岩質岩石カラ成ス島デアッタ 大正三年「西暦

一九一四年」一月十三日桜島西腹カラ流出シタ熔岩ハ十八日遂ニ此ノ島ヲ埋没シ終ッタ 茲ニ碑ヲ建

テテ其ノ跡ヲ示ス 

碑ノ建設ハ先ニ東京帝国大学名誉教授小藤文次郎並ビニ第七高等学校教授阿多実雄両故人ノ計画シタ

所デアッタ 今其ノ実現ヲ見ルニ至リ由来ヲ記ス 

西暦一九五一年一月十八日 東京大学教授坪井誠太郎 鹿兒島大学助教授有田忠雄 

昭和廿六年一月十八日建之 西桜島村 芳湖人 

所在地                   

・鹿児島市桜島赤水町 3629-12 烏島展望所 

鳥島この下に 
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碑文                                                    

大正三年一月十二日櫻島大ニ爆発ス之ヨリ先我邦ノ火山相次テ活動シ霧島數々噴火セリ 識者謂フ櫻島亦

警ムベシト十一日曉以来地震アリ 時ヲ経テ頻々且激ヲ加ヘ又烟氣山腹ヨリ騰ルヲ見ル 衆相危フム 翌

朝島内處々温泉沸キ冷泉迸ル 島民疑懼逡巡老幼マヅ避難ス 午前十時ニ至リ前後ノ山腹次デ大ニ爆發シ

忽チニシテ黒烟天ニ漲リ飛石光芒ヲ曳イテ四散シ爆音地動閃電雷鳴耳ヲ聾シ目ヲ眩セシム 市民先ヲ争フ

テ避難ス 午後六時俄ニ激震アリ 家屋ヲ毀シ石壁ヲ倒シ断崖ヲ崩シ爲メニ圧死セルアリ 倉皇海ニ投シ

テ溺死セルアリ 天神ヶ瀬戸ノ崩壊ノ如キ一時二十名ヲ斃シ其數六十二名ニ及ベリ 翌十三日夜又大爆發

ト共ニ大火柱天半ニ沖シ空ヲ燒キ波ヲ照ラシ赤熱ノ熔岩噴騰シテ附近ノ部落灰燼ニ帰シ全山焦土凄絶殆ド

名状ス可ラズ 災異以来人心恟々流言百出毒瓦斯ノ害ヲ傳ヘ津浪ヲ呼ビ狼狽狂奔纔ニ身ヲ以テ逃レ難ヲ近

郡田郊ノ間ニ避ケ却テ自ラ禍ヲ大ニセルアリ 光景惨ヲ極ム 是ニ於テ縣市當局部署ヲ定メ有志ト共ニ救

濟ニ力メ灣内氣船ヲシテ難ニ赴カシメ以テ多ク事ナキヲ得此間歩兵第四十五聯隊ハ士卒ヲ配シテ市中ヲ警

メ佐世保鎮守府艦隊亦来航シ以テ變ニ備フ 十六日大森理學博士臨検シテ市ニ危險ナキヲ説キ知事亦告諭

スルアリ 市ハ吏員ヲ各地ニ派シ避難者ヲ慰撫セリ 旬日ニシテ爆勢漸ク衰ヘ人心悄安シ而モ餘怒容易ニ

収マラズ灰砂濛々屋ヲ埋メ田ヲ没シ大隅ノ中部不毛ノ地トナル者方十數里ニ及ビ熔岩東ハ有脇瀬戸西ハ横

山桑赤水小池赤生原ノ諸村落ヲ埋メ餘勢海に入リ一は瀬戸ノ海峡ヲ塞キ一ハ烏島ヲ没シ遠ク海中ニ突入ス 

且海水ノ激増ハ沿岸ノ田園ヲ海トナシ夏秋ノ候更ニ土地ノ沈降ヲ促セリ 眞ニ桑滄ノ變モ啻ナラズト云フ

ベシ 皇上乃チ日根野侍従ヲ遣ハサレ又罹災御救恤金壹萬五千圓ヲ賜ハル 聖恩浩大須ラク銘記スベキ也 

爾来二周星噴烟漸ク鎮マリ山容依然民皆堵ニ安ンズ 今ニシテ當時ヲ想ヘバ恍トシテ夢ノ如シ之ヲ安永天

明ノ噴火ニ比スルニ現象大差ナキニ似タリ サレバ専門ノ學者豫メ櫻島ノ状態ヲ講究シ有識ノ父老舊記に

徴シテ變兆ニ鑑ミナバ今次ノ災異恐ラクハ豫知セラレ禍害亦幾分ノ軽減ヲ見シナラン 既往ハ追フ可ラズ 

來者以テ戒ムルニ足ル蓋百年ノ後又此ノ如キ爆破ナキヲ保セズ爲ニ概況ヲ記シテ不朽ニ傳フ 庶幾クハ今

回罹災ノ不幸ヲ弔シ併テ後世永ク追想シ以テ未來ノ惨禍ヲ軽減スルノ資タラシメンコトヲ 

大正五年十二月     鹿児島市役所 

⑨櫻島爆發記念碑（照国） 

所在地                   

・鹿児島県鹿児島市城山町１−１ 

概要                     

・鹿児島出身の今村博士が文明・安永噴火時

と同様な顕著な前兆現象があったが、その

教訓が生かされなかったことを残念に思

い、その草案を基に県がたてた石碑 

櫻島爆發記念碑(照国) 
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⑩櫻島爆發 

 

概要                    

・正面には「上福元 塩屋 耕地整理紀念」

と書かれ、右横に「櫻島爆發 大正三年一

月十二日午前十時 石工米沢緑畩彫刻」と

書かれている 

・主な目的は耕地整理の記念碑だが、途中に

桜島の噴火があったため、「桜島爆發」の文

字も彫り込んだものと思われる 

所在地                   

・鹿児島県鹿児島市東谷山 2丁目 桜川公園内 

櫻島爆發 
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概要                    

・大正 4年（1915）正月、原口青年會によっ

て建立された 

碑文                                             

［正面］ 

本會創立    大正元年十一月二十日 

櫻島爆發紀念碑 大正三年一月十二日 

        原口青年會 

［裏面］ 

創立發起人、青年會長、副會長らの氏名が列挙されている 

⑪櫻島爆震記念碑（辻之堂） 

所在地                   

・鹿児島県鹿児島市谷山中央 1丁目 

辻之堂公民館 

櫻島爆發記念碑(辻之堂) 
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【鹿児島市内の噴火防災対策：鹿児島市】 

・平成 26年 1月 12日、大正 3年（1914年）の噴火から 100年を迎えた。 

・鹿児島市では、大正噴火の教訓を活かし、地域の防災に役立てるため、「桜島大正噴火 100周年事業」

が行われている。 

  

▲桜島大正噴 100 周年事業の「防災ガイドＢＯＯＫ」 
出典：「桜島大正噴火 100 周年記念誌」 

桜島大正噴火 100 周年実行委員会 

鹿児島県（2014 年発行） 
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【桜島の噴火防災対策：鹿児島市桜島】 

・いつ大噴火が起こるともしれない桜島では、大噴火時の応急対策が迅速かつ適切に行われるよう、

「大正噴火の日」1月 12日頃に桜島火山爆発総合防災訓練を実施している。 

・また、退避壕や砂防ダムなどの施設整備も進められており、地域住民の防災意識も高まっている。 

 

▲黒神中学校生徒会発行の「黒神防災新聞」 

▲防災訓練の様子 （画像出典：鹿児島県 HP） ▲噴火時の一時避難場所として、島内に 32 基 
の退避壕を設置 

▲砂防ダム ▲避難所と監視施設・展示施設を兼ねる「桜
島国際火山砂防センター」 
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■桜島火山ハザードマップ 

出典：鹿児島市（H22.3） 
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■わが家の安心安全ガイドマップ＆防災マップ 
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■桜島地区の防災ハザードマップ 
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＜資料－1＞ 

・資料名：桜島火山対策要覧 

・発行者：鹿児島市  平成 25年 3月  
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